
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

午
前
中
は
恒
例
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。
健
脚
コ
ー

ス
は
見
晴
台
。
植
物
観
察
コ
ー

ス
は
「
も
み
じ
谷
」
で
植
物
探

索
を
行
っ
た
。 

今
回
は
人
吉
の
人
吉
城
址
、

市
房
ダ
ム
、
不
知
火
海
、
熊
本

城
な
ど
を
め
ぐ
る
１
泊
２
日
の

バ
ス
旅
行
で
し
た
。 

人
吉
城
址
は
、
建
物
は
な
い

が
、
石
垣
の
上
の
城
跡
に
大
き

な
杉
の
林
が
あ
り
ま
し
た
。
盆

地
を
見
下
ろ
す
風
景
も
な
か
な

か
の
も
の
で
し
た
。 

修
の
一
環
。
社
員
旅
行
と
違

っ
て
、
上
司
も
部
下
も
な
く
、

自
由
で
気
楽
な
宴
会
で
し

昼
食 

昼
食
は
各
自
持
参
だ
が
、
ぜ
ん

ざ
い
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
た
。
無

料
だ
が
、
募
金
箱
が
隣
に
お
い
て

あ
っ
た
。
皆
、
勇
ん
で
奮
発
し
て

い
ま
し
た
。 

４
月
３
日
、
今
年
で
４
回
目

に
な
る
深
坂
さ
く
ら
え
が
開
か

れ
た
。
開
会
式
で
東
北
の
方
角

に
向
か
っ
て
、
死
者
行
方
不
明

者
を
思
っ
て
一
分
間
の
黙
祷
が

奉
げ
ら
れ
た
。
本
部
に
は
、
俳

句
の
投
句
箱
に
並
ん
で
募
金
箱

も
置
か
れ
た
。 

市
房
ダ
ム
湖
は
大
き
く
、
周

囲
に
桜
２
万
本
を
植
え
た
と
い

黙祷を奉げる参加者 

う
。
バ
ス
で
一
周
し
ま
し
た
。

桜
は
満
開
、
噴
水
も
歓
迎
し

て
く
れ
た
。 

各
地
の
名
物
の
賞
味
も
研
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イ
ベ
ン
ト 

午
後
か
ら
は
東
日
本
大
震
災

の
復
興
が
早
く
で
き
ま
す
よ
う

に
と
、
応
援
を
込
め
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
ん
だ
と
い
う
Ｉ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
吹
奏
楽
団
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
、
平
家
太
鼓
勝
山
会
、
周
防
・

猿
舞
座
の
猿
ま
わ
し
な
ど
、
協

力
出
演
も
豪
華
で
し
た
。
最
後
、

全
員
で
”
ふ
る
さ
と
”
を
大
合

唱
し
た
。
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
の

商
品
に
豪
華
ラ
ン
鉢
が
用
意
さ

れ
る
な
ど
、
心
温
ま
る
さ
く
ら

え
で
し
た
。
こ
の
日
応
募
さ
れ

た
俳
句
は
（
玉
藻
同
人
）
濵
福

郁
子
先
生
に
よ
っ
て
審
査
さ

れ
、
優
秀
作
品
に
は
賞
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。
別
欄
に
発
表
。 

 

第
四
回 

深
坂
さ
く
ら
え 

 

― 

４
月
３
日
開
催 

― 

 
４
月 

シュンラン 

平家太鼓勝山会 

これがホントの猿回し？ 

じゃんけん大会 

ISHIN 吹奏楽団 

第
３
回
桜
研
修
旅
行 

３
月
２９
、
３０
日 

― 

人
吉
・
熊
本 

― 

た
。
不
知
火
海
の
水
上
遊

覧
は
写
真
の
よ
う
な
小
型

船
２
隻
に
分
か
れ
て
乗

り
、
海
上
か
ら
花
見
を
し

ま
し
た
。 

熊
本
城
を
背
景
に
一
行

の
記
念
撮
影
。 

最
近
完
成
の
昭
君
之
間

は
息
を
飲
む
美
し
さ
。
加

藤
清
正
も
、
こ
こ
に
秀
頼

と
淀
の
方
を
迎
え
た
か
っ

た
ろ
う
と
思
う
と
感
慨
ひ

と
し
お
で
し
た
。 

よ
き
友
と
一
緒
に
美
し

い
風
景
、
文
化
、
美
味
し

い
食
事
を
味
わ
い
な
が
ら

の
年
に
一
度
の
桜
研
修
旅

行
は
、
さ
く
ら
友
の
会
に

欠
か
せ
な
い
年
中
行
事
で

す
。 

 


